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大
代
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
に 

就
任
し
て 

大
代
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長 

 

永
井
利
樹 

  

こ
の
度 

佐
藤
哲
朗
セ
ン
タ
ー
長
の
後
任

と
し
て
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
下
市
自
治
会
の
永
井
利
樹
で
す
。
佐

藤
セ
ン
タ
ー
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
成
26

年
か
ら
９
年
間
と
言
う
長
い
期
間
の
お
勤
め

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

さ
て
、
現
在
の
大
代
町
の
問
題
と
し
て
一

番
の
課
題
は
人
口
減
少
で
す
。
少
子
高
齢
化

は
益
々
進
ん
で
い
ま
す
。 

島
根
県
民
歌
『
薄
紫
の
山
脈
』
の
歌
詞
の

中
で
（
♪

90
万
の
県
民
の
平
和
の
歌
は
今
ぞ

湧
く
・
・
・
）
の
人
口
、
今
は

65
万
人
、
大

代
町
は
昭
和

30
年
に
１
９
１
８
人
（

464
世

帯
）
、
令
和
５
年
３
月
は

300
人
（

165
世
帯
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
４

月
か
ら
小
学
生
５
人
、
中
学
生
４
人
と
減
少

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
世
間
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
で
は
球
技

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
活
動

に
つ
い
て
も
各
団
体
、
自
治
会
と
も
人
数
が

激
減
し
て
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。 

大
代
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
も
今
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
色
々
と
ご
意
見
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か

地
域
の
皆
様
に
は
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

                   

ひ
な
た
し
ょ
う
だ
い
さ
ん
に 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

①
保
育
園
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す

か
？ 

 

大田市の人口 

(R5.4.1 現在) 
大田市 32,521 人 

内大代町 302 人 

  男  136 人 

  女  166 人 

令和 5 年 4 月号 

 

№５２５ 

ひ

ろ

ば 
大 

代 

高 山 小 

大田三中 日向心願
こ こ ね

さん 

大田一中 岡田恵
けい

助
すけ

さん 

     永井康
こう

紀
き

さん 

 

 

日向翔大
しょうだい

さん 
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★
サ
ッ
カ
ー
・
お
さ
ん
ぽ 

②
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
で
す

か
？ 

★
消
防
士 

③
小
学
校
で
楽
し
み
な
こ
と
は
何
で
す
か
？ 

★
き
ゅ
う
し
ょ
く 

④
小
学
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
何
で
す

か
？ 

★
さ
ん
す
う
・
こ
く
ご 

  

が
ん
ば
れ
一
年
生 

 

本
郷 

日
向 

望
の
ぞ
み 

  

神
楽
が
大
す
き
で
、
朝
か
ら
ず
っ
と
神
楽

を
し
て
い
る
日
向
家
の
長
男
翔
大
も
、
春
か

ら
一
年
生
に
な
り
ま
す
。 

 

何
か
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と
「
あ
と
何
回

ね
た
ら
〇
〇
が
あ
る
の
？
」
と
聞
い
て
き
ま

す
。
そ
れ
が
私
は
大
す
き
で
す
。 

 

大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
お
姉
ち

ゃ
ん
の
う
し
ろ
を
つ
い
て
バ
ス
停
ま
で
歩
き

ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
温
か
く
見
守

っ
て
い
た
だ
き
、
安
全
運
転
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
翔
大
！
小
学
校
で
も
楽

し
く
が
ん
ば
れ
。 

 

  

高
齢
者
通
い
の
場
づ
く
り
事
業 

４
年
目
に
あ
た
っ
て 

大
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

 
 

田
口
佳
子 

 

「
高
齢
者
通
い
の
場
づ
く
り
事
業
」
は
、

大
田
市
で
は
平
成

28
年
度
か
ら
開
始
と
な

り
、
現
在
は
市
内

22
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
代
地
区
で
は
令
和
元
年
７
月
の
開

所
か
ら
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
、
皆
様
に
は

す
っ
か
り
お
な
じ
み
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

こ
の
事
業
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、

介
護
を
必
要
と
し
な
い
概
ね

80
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
各
地
域
の
方

が
主
体
と
な
っ
て
集
い
の
機
会
を
設
け
、「
０

８
５
４-

８
体
操
」
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
趣
味
・

生
き
が
い
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

多
様
な
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
利
用
者
の
介
護
予
防
や
フ
レ
イ
ル

（
加
齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
た
状
態
）

予
防
と
併
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
体

制
づ
く
り
の
促
進
も
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。 

市
内
全
体
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
週
１
回
の
会
へ
出
か
け
る
こ
と
が
楽
し

み
」
、
「
行
か
な
く
て
は
！
と
気
持
ち
が
前

向
き
に
な
る
」
な
ど
気
持
ち
の
変
化
や
、
体

力
の
維
持
に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
意
見
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
通
い
の
場
が
休
止
と
な

っ
た
期
間
中
に
も
自
主
的
に
散
歩
な
ど
で
体

を
動
か
し
、
脳
ト
レ
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
た

方
は
全
体
で
５
割
以
上
も
お
ら
れ
、
通
い
の

場
へ
の
参
加
を
通
じ
た
自
身
の
健
康
に
対
す

る
意
識
の
変
化
が
窺
え
ま
し
た
。 

大
代
地
区
に
お
い
て
、
利
用
者
の
皆
様
が

心
身
と
も
に
健
康
を
維
持
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
は
、
１
人
ひ
と
り
の
普
段
か
ら
の
ご
努
力

は
も
ち
ろ
ん
、
各
組
織
の
皆
様
を
は
じ
め
、

こ
の
活
動
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
「
大
代
え
び

す
の
会
」
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
尽
力
が
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
で
も
笠
井
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
様
、
会

計
担
当
の
佐
藤
様
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
・
サ
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ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
が
、
利
用
者
様
の
健
康
・

安
全
を
第
一
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
生 

き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
、
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
深
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
健
康
寿
命
（
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
）
を
延
ば
す
た
め

に
、
引
き
続
き
地
域
ぐ
る
み
で
本
事
業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省 

通
い
の
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
s
:
/
/
k
a
y
o
i
n
o
b
a
.
m
h
l
w
.
b
o
.
j
p
/
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
の
紹
介 

 

明
石
市
巌
松
堂
書
店 

山
根
金
造 

  

今
年
１
月
、
第

168
回
直
木
賞
受
賞
作
品
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

『
し
ろ
が
ね
の
葉
』
千
早 

茜 

著 

新
潮
社
（
１
６
０
０
円
＋
税
） 

 

こ
の
本
は
石
見
銀
山
を
舞
台
に
、
女
性
を

主
人
公
と
し
た
壮
絶
な
ド
ラ
マ
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
小
説
の
中
に
、
大
代
町
出
身
者
が

嬉
し
く
な
る
「
い
け
ん
、
い
け
ん
」
、｢

お
ぞ

い
、
お
ぞ
い
」
な
ど
の
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。 

 

本
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
著
者
が
「
石
見
銀

山
資
料
館
館
長
の
仲
野
義
文
さ
ま
に
多
大
な

る
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
一
読
下
さ
い
。 

（
※
仲
野
義
文
さ
ん
は
２
０
１
４
年
９
月
発

行
の
「
大
代
町
の
歴
史
」
の
冊
子
を
執
筆
し

て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
） 

 

  

新
年
度
役
員
体
制
（
敬
称
略
） 

▼
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

 
 

セ
ン
タ
ー
長 

下
市 

永
井
利
樹 

職
員 

 
 
 
 
 

上
市 

 

後
藤
貴
子 

職
員 

 
 
 

祖
式
町 

菅
森
早
千
子 

 
 

▼
社
会
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
（
高
山
） 

社
会
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 
福
島
真
夕
子 

▼
自
治
会
連
合
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 
 

山
田 

向
井 
清 

 
 

 
 

 

副
会
長 

八
反
田 

森 

文
雄 

 
 

 
 

 

副
会
長 

 

本
郷 

日
向
高
弘 

 
 

 
 

 

監
事 

 
 

平 
 

田
邊 

隆 

 
 

 
 

 

監
事 

 
 

右
原 

齊
藤
和
憲 

▼
交
通
対
策
協
議
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 
 

山
田 

向
井 

清 
 

 
 
 

副
会
長 

 

椿 
 

花
田
正
寛 

副
会
長 

 

川
上 

笠
井
節
夫 

▼
交
通
安
全
協
議
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 
 

弓
久 

大
場
清
志 

 
 

 
 

 

代
議
員 

 

植
松 

小
笠
原
恵
功 

 
 

 
 

 

代
議
員 

四
日
市 

西
本
一
廣 

 
 

 
 

 

代
議
員 

 

下
谷 

竹
間
政
親 

 
 

 
 

 

代
議
員 

 

柿
田 

谷
口
俊
二 

 
 

 
 

 

代
議
員 

上
飯
谷 

武
田
尚
彦 

 
 

 
 

 

代
議
員 

下
飯
谷 

飯
田 

徹 
 

 
 
 

▼
高
山
小
教
育
後
援
会 

 
 

 
 

 

副
会
長 

 

山
田 

向
井 

清 

 
 

 
 

 

監
事 

 
 

上
市 

谷
口 

勝 

▼
大
田
三
中
教
育
後
援
会 

 
 

 
 

 

副
会
長 

 

山
田 

向
井 

清 
 

 
 

 

監
事 

 
 

 

下
市 

 

佐
藤
哲
朗 

▼
大
代
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 

下
飯
谷 

高
村 

清 

副
会
長 

八
反
田 

林 

正
彦 

▼
大
代
町
体
育
協
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 
 

右
原 

齊
藤
和
憲 

 

↓QR コード 
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副
会
長 

八
反
田 

茶
円
武
志 

▼
大
田
市
農
業
委
員 

 

山
田 

武
田
廣
司 

 

◎
転
出 

▼
大
代
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 
佐
藤
哲
朗 

辞
職 

▼
社
会
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
（
高
山
） 

社
会
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 
横
田
良
子 

辞
職 

▼
大
田
市
立
高
山
小
学
校
か
ら 

教
諭 

重
田
満
登
香 

大
田
市
立
長
久
小
へ 

主
事 

佐
藤
誠
治 

 

浜
田
市
立
三
階
小
へ 

学
校
司
書 

蓑
代
江
里 

大
田
市
立
大
森
小
・
久
屋
小
へ 

 

▼
大
田
市
立
第
三
中
学
校
か
ら 

教
諭 

藤
井
義
行 

 

大
田
市
立
志
学
中
へ 

 

教
諭 

坂
本
昌
士 

 

江
津
市
立
江
津
中
へ 

学
校
司
書 

蓑
代
江
里 

大
田
市
立
大
森
小
・
久
屋
小
へ 

教
諭 

野
田
美
乃 

 

辞
職
（
県
外
転
出
） 

非
常
勤
講
師 

丹
波 

滋 

辞
職 

非
常
勤
講
師 

髙
橋
宏
枝 

辞
職 

 

◎
転
入 

▼
大
代
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

永
井
利
樹 

採
用 

▼
社
会
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
（
高
山
） 

社
会
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

福
島
真
夕
子 

 

社
会
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
（
東
部
）
よ
り 

▼
大
田
市
立
高
山
小
学
校
へ 

主
事 

小
林
佳
未 

大
田
市
立
静
間
小
よ
り 

学
校
司
書 

小
野
美
由
紀 

大
田
市
立
第
一
中
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
田
三
中
兼
務
） 

 
 

 
 

 

▼
大
田
市
立
第
三
中
学
校
へ 

教
員 

神
田
伊
知
郎 

出
雲
市
立
湖
陵
中
よ
り 

教
員 

三
宅
美
与
子 

邑
南
町
立
羽
須
美
中
よ
り 

教
員 

宮
原
剛
正 

大
田
市
立
北
三
瓶
中
よ
り 

学
校
司
書 

小
野
美
由
紀 

大
田
市
立
第
一
中
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
高
山
小
兼
務
） 

非
常
勤
講
師 

吉
田
満
壽
美 

採
用 

非
常
勤
講
師 

後
藤
貴
子 

 

採
用 

     

▼

11
日
（
木
）
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射 

▼

14
日
（
日
）
福
祉
弁
当 

▼

15
日
（
月
）
肺
が
ん
・
結
核
検
診 

▼

22
日
（
月
）
連
合
自
治
会 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

▼

11
日
・

18
日
・

25
日
（
木
） 

え
び
す
の
会 

9
時
半
～

11
時
半 

※
行
事
は
延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

＝
大
代
地
区
社
協
よ
り
お
知
ら
せ
＝ 

川
上 

渡
井 

潔 

様
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 

香
典
返
し
に
か
え
御
厚
志
を
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡ 

 

＝
俳
句
＝ 

 
 

 

あ
す
な
ろ
句
会 

下
市 

今
田
文
子 

 

菜
の
花
に
母
の
想
い
出
里
を
訪 と

ふ 

 

花
見
会
隣
の
人
の
優
し
さ
よ 

 

川
上 

岩
田
律
枝 

支
へ
ら
れ
老
後
を
歩
む
花
吹
雪 

独
り
居
や
癒
さ
る
る
日
々
ほ
う
ほ
け
き
ょ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

上
市 

横
田
美
恵
子 

 

花
ふ
ぶ
き
仲
間
と
食 は

ぶ
る
に
ぎ
り
寿
司 

花
び
ら
の
舞
い
散
る
歩
道
日
暮
れ
時 

 

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡ 

 

５ 

月 

行 

事 

予 

定 


